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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第94期

第３四半期連結
累計期間

第95期
第３四半期連結
累計期間

第94期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 461,383 462,155 592,617

経常利益 （百万円） 23,297 23,108 21,960

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 14,774 16,956 13,202

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 15,104 19,721 15,240

純資産額 （百万円） 142,718 160,316 142,846

総資産額 （百万円） 396,032 423,461 385,366

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 298.83 342.74 267.02

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 297.99 341.96 266.27

自己資本比率 （％） 35.8 37.6 36.9

 

回次
第94期

第３四半期連結
会計期間

第95期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 95.39 64.04

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には消費税等は含めておりません。

３　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１

株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績および財政状態などに影響をおよぼす可能性のあ

るリスクについて、重要な変更および新たに発生したものはありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

１．業績の状況

　わが国の経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで緩やかに回復しているものの、海外経済の不確実性や

金融資本市場の変動の影響等、不透明感も残る状況となりました。

　食品業界におきましては、健康志向の高まりによる機能性食品の伸長など、高付加価値品の一部に動きがあ

るものの、消費者物価が横ばいとなるなかで、引き続き厳しい競争環境となっています。

　このような環境のもとで、当社グループは、中期経営計画の３年目となる当期も経営課題への取り組みを実

施し、経営基盤の強化を進めております。お客さまのニーズに応える商品の提供とその価値訴求に努める一方

で、低採算商品の見直し等によるプロダクトミックスの改善、ローコストオペレーションの推進など、より一

層の合理化・効率化を推進しております。

　これらの結果、当社グループの連結売上高は、乳飲料等、ヨーグルトなどが前年同期実績を下回りました

が、アイスクリーム、チーズなどが好調に推移したことなどにより、前年同期比0.2％増の4,621億５千５百万

円となりました。

　連結の利益面では、費用の効率的な投下等による収益性改善の取り組みを引き続き実施しましたが、原材料

価格の上昇等により、営業利益は前年同期比2.8％減の218億７千１百万円、経常利益は前年同期比0.8％減の

231億８百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益については、固定資産売却益の計上等

により、前年同期比14.8％増の169億５千６百万円となりました。

　セグメントの状況（セグメント間取引消去前）は次のとおりです。

（1）食品事業（市乳、乳製品、アイスクリーム、飲料など）

　当第３四半期連結累計期間の売上高は4,470億３千万円（前年同期比0.2％増）となり、また、営業利

益は273億６千３百万円（前年同期比1.1％減）となりました。

（2）その他の事業（飼料、プラント設備の設計施工など）

　その他の事業につきましては、売上高は211億７千１百万円（前年同期比11.1％増）となり、また、営

業利益は19億８千万円（前年同期比9.5％増）となりました。

なお、提出会社の管理部門にかかる費用など事業セグメントに配賦していない全社費用が67億４千７百万円

あります。

 

２．経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変

更はありません。

 

３．事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は以下のとおりです。

会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

(1)基本方針の内容

　当社は、株式会社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、最終的には株主全体の意思に基づき

行われるべきものであり、株式の大量買付等であっても、企業価値ひいては株主共同の利益に資するもので

あれば、これを一概に否定するものではありません。

　しかしながら、株式の大量買付等の中には、その目的などから見て企業価値ひいては株主共同の利益に対

する明白な侵害をもたらすもの、対象会社の取締役会や株主が株式の大量買付等の行為について検討しある

いは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提供しないものなど、対象会社の企

業価値ひいては株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

　とりわけ、当社の企業価値の源泉は、乳で培った技術を活かした商品開発力と、食品の提供を通じて培っ

てきた信用とブランドにあります。これらが、株式の大量買付等を行う者により中長期的に確保し、向上さ
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せられなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。

　こうした事情に鑑み、当社株式に対する大量買付等が行われた際に、株主のみなさまがかかる大量買付等

に応じるべきか否かを判断し、あるいは当社取締役会が株主のみなさまに代替案を提案するために必要な情

報や時間を確保したり、株主のみなさまのために交渉を行うことなどを可能とすることで、当社の企業価値

ひいては株主共同の利益に反する大量買付等を抑止するための枠組みが必要であると考えております。

 

(2)基本方針に照らして不適切な者によって会社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組み

　当社は、第90期事業年度に係る当社定時株主総会における株主のみなさまの承認に基づき、当社の企業価

値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させることを目的として、当社株式の大量取得行為に関する対応

策（買収防衛策）（以下「本プラン」といいます。）を更新しております。本プランの有効期間は、平成28

年6月29日開催の当社第93期定時株主総会の終結の時までとされておりましたが、当社は、当該総会において

株主のみなさまの承認をいただき、本プランを更新いたしました。

　本プランは、当社株式の大量取得行為が行われる場合に、株主のみなさまが適切な判断をするために必

要・十分な情報と時間を確保するとともに、買付者等（以下に定義されます。）との交渉の機会を確保する

ことなどにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上させることを目的としています。

　具体的には、当社の株券等に対する買付もしくはこれに類似する行為又はその提案（以下「買付等」とい

います。）が行われる場合に、買付等を行う者（以下「買付者等」といいます。）に対し事前の情報提供を

求めるなど、上記の目的を実現するために必要な手続を定めています。

　買付者等が本プランにおいて定められた手続に従うことなく買付等を行う場合、当社の企業価値ひいては

株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれがある場合などには、当社は、買付者等による権利行

使は認められないとの行使条件および当社が買付者等以外の者から当社株式と引換えに新株予約権を取得で

きる旨の取得条項が付された新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）を、その時点の当社を除く

全ての株主に対して新株予約権無償割当ての方法により割り当てます。

　本プランに従って本新株予約権の無償割当てがなされ、その行使又は当社による取得に伴って買付者等以

外の株主のみなさまに当社株式が交付された場合には、買付者等の有する当社の議決権割合は、最大50％ま

で希釈化される可能性があります。

 

(3)本プランの合理性

　本プランは、大要下記のとおり、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するよう合理的な内容を備

えたものと考えております。

①株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること

　本プランは、当社株式に対する買付等がなされた際に、当該買付等に応じるべきか否かを株主のみなさま

が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や時間を確保したり、株主のみなさ

まのために買付者等と交渉を行うことなどを可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利

益を確保し、向上させるという目的をもって導入されるものです。

②株主意思を重視するものであること

　本プランは、当社株主総会において本プランに係る委任決議がなされることにより更新されました。

　また、本プランには、有効期間を約３年間とするいわゆるサンセット条項が付されており、かつ、その有

効期間の満了前であっても、当社株主総会において上記の委任決議を撤回する旨の決議が行われた場合、当

社の株主総会で選任された取締役により構成される当社取締役会において本プランを廃止する旨の決議がな

された場合には、本プランはその時点で廃止されることになります。その意味で、本プランの存続の適否に

は、株主のみなさまのご意向が反映されることとなっております。

③独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示

　本新株予約権の無償割当ての実施などの運用に際しての実質的な判断は、独立性の高い社外有識者などか

ら構成される独立委員会により行われることとされています。これにより当社取締役会の恣意的行動を厳格

に監視いたします。

　また、その判断の概要については株主のみなさまに情報開示をすることとされており、当社の企業価値ひ

いては株主共同の利益に適うように本プランの透明な運営が行われる仕組みが確保されています。

④第三者専門家の意見の取得

　買付者等が現れると、独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者（ファイナンシャル・アドバイ

ザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を受けることができるこ

ととされています。これにより、独立委員会による判断の公正さ・客観性がより強く担保される仕組みと

なっています。

 

４．研究開発活動
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　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は、34億４千５百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。

 

５．財政状態

(1)貸借対照表の状況

　当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、当四半期末が金融機関休業日であったことにより「受取手形

及び売掛金」が増加したことや「現金及び預金」の増加などから、合計では前連結会計年度末に比べ、380

億９千５百万円増の4,234億６千１百万円となりました。

　負債の部は、当四半期末が金融機関休業日であったことにより「預り金」や「支払手形及び買掛金」など

の営業債務が増加したことや「社債」の増加などから、合計では前連結会計年度末に比べ、206億２千５百

万円増の2,631億４千５百万円となりました。

　純資産の部は、「利益剰余金」の増加などにより、合計では前連結会計年度末に比べ174億７千万円増の

1,603億１千６百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の36.9％から37.6％となりました。

 

(2)財務政策

　当社グループは、運転資金および設備投資資金の調達に際しては、内部資金を基本としながら、金融機関

からの借入、コマーシャル・ペーパーの発行、社債の発行などの外部からの資金も利用しております。外部

からの資金調達につきましては、安定的かつ低利を前提としながら、将来の金融情勢の変化等も勘案してバ

ランスのとれた調達を実施しております。なお、当社（提出会社）は機動的な資金調達および当社グループ

全体の資金効率アップのため、金融機関15行と総額200億円のコミットメントライン契約を締結しておりま

す。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 144,000,000

計 144,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 49,795,443 49,795,443
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は100

株であります。

計 49,795,443 49,795,443 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成29年10月１日～

平成29年12月31日
△199,181,775 49,795,443 － 21,704 － 19,478

　（注）株式併合（５：１）によるものであります。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

普通株式

1,610,000

― ―

(相互保有株式)

普通株式

56,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

245,275,000
245,275 ―

単元未満株式
普通株式

2,036,218
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 248,977,218 ― ―

総株主の議決権 ― 245,275 ―

　（注）１　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株(議決権８個)およ

び株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株(議決権２個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式588株が含まれております。

３　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、

発行済株式総数は199,181,775株減少し、49,795,443株となっております。

４　平成29年６月29日開催の第94期定時株主総会において定款一部変更に係る議案が承認可決されたため、株式

併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更となっておりま

す。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)

森永乳業株式会社

東京都港区芝五丁目33番

１号
1,610,000 － 1,610,000 0.65

(相互保有株式)

株式会社サンフコ

東京都千代田区鍛冶町

１丁目８番３号
56,000 － 56,000 0.02

計 ― 1,666,000 － 1,666,000 0.67

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から

平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,378 22,355

受取手形及び売掛金 53,721 66,435

商品及び製品 36,949 36,861

仕掛品 839 1,235

原材料及び貯蔵品 13,716 14,599

その他 14,232 15,736

貸倒引当金 △419 △414

流動資産合計 126,418 156,808

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 70,634 69,450

機械装置及び運搬具（純額） 56,709 55,784

土地 70,049 69,795

その他（純額） 28,313 34,213

有形固定資産合計 225,707 229,243

無形固定資産 6,105 6,166

投資その他の資産   

投資有価証券 18,793 22,689

その他 8,457 8,697

貸倒引当金 △115 △144

投資その他の資産合計 27,135 31,242

固定資産合計 258,947 266,652

資産合計 385,366 423,461
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 52,212 57,836

電子記録債務 5,510 5,804

短期借入金 4,132 6,211

1年内返済予定の長期借入金 11,581 7,255

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

未払法人税等 4,433 4,871

未払費用 35,161 31,301

預り金 18,655 27,383

その他 13,090 14,494

流動負債合計 154,778 165,157

固定負債   

社債 25,000 35,000

長期借入金 37,522 36,495

退職給付に係る負債 18,475 18,982

その他 6,743 7,509

固定負債合計 87,741 97,987

負債合計 242,519 263,145

純資産の部   

株主資本   

資本金 21,704 21,704

資本剰余金 19,877 19,861

利益剰余金 96,736 111,466

自己株式 △543 △574

株主資本合計 137,774 152,457

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,326 9,706

繰延ヘッジ損益 39 15

為替換算調整勘定 △898 △595

退職給付に係る調整累計額 △2,205 △2,160

その他の包括利益累計額合計 4,261 6,965

新株予約権 200 251

非支配株主持分 610 641

純資産合計 142,846 160,316

負債純資産合計 385,366 423,461
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 461,383 462,155

売上原価 307,964 310,898

売上総利益 153,418 151,257

販売費及び一般管理費 130,907 129,386

営業利益 22,511 21,871

営業外収益   

受取利息 25 32

受取配当金 479 745

受取家賃 329 302

持分法による投資利益 170 164

その他 707 861

営業外収益合計 1,711 2,106

営業外費用   

支払利息 690 639

その他 234 230

営業外費用合計 925 869

経常利益 23,297 23,108

特別利益   

固定資産売却益 73 3,739

投資有価証券売却益 39 97

その他 72 2

特別利益合計 185 3,839

特別損失   

固定資産処分損 244 639

公益財団法人ひかり協会負担金 1,343 1,363

減損損失 68 －

災害による損失 474 122

その他 23 47

特別損失合計 2,154 2,172

税金等調整前四半期純利益 21,328 24,775

法人税等 6,492 7,777

四半期純利益 14,835 16,998

非支配株主に帰属する四半期純利益 61 42

親会社株主に帰属する四半期純利益 14,774 16,956
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 14,835 16,998

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,277 2,397

繰延ヘッジ損益 137 △24

為替換算調整勘定 △2,242 303

退職給付に係る調整額 96 44

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 268 2,722

四半期包括利益 15,104 19,721

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 15,041 19,660

非支配株主に係る四半期包括利益 63 60
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当社（提出会社）及び連結子会社において当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算する方法によっております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　コミットメントライン契約

　　　提出会社は、機動的な資金調達を行うために取引金融機関15行（前連結会計年度は14行）との間で、コミットメ

　　ントライン契約を締結しておりますが、当第３四半期連結会計期間末において借入は実行しておりません。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

コミットメントラインの総額 20,000百万円 20,000百万円

借入実行残高 － －

借入未実行残高 20,000 20,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額並びに負ののれ

んの償却額は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 13,282百万円 12,591百万円

のれんの償却額 99 99

負ののれんの償却額 106 106
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,730 利益剰余金 7 平成28年３月31日 平成28年６月30日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 2,226 利益剰余金 9 平成29年３月31日 平成29年６月30日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 食品

売上高      

外部顧客への売

上高
445,689 15,693 461,383 － 461,383

セグメント間の
内部売上高また
は振替高

270 3,359 3,629 △3,629 －

計 445,960 19,053 465,013 △3,629 461,383

セグメント利益 27,658 1,808 29,467 △6,956 22,511

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料、プラント設備

　　　　　の設計施工、不動産の賃貸などが含まれております。

　　　２．セグメント利益の調整額△6,956百万円には、事業セグメントに配賦していない全社費用△6,669

　　　　　百万円、セグメント間取引消去△286百万円が含まれております。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　　「食品」セグメントにおいて保有している固定資産のうち、将来の使用が見込まれなくなった資産につ

　　いて、減損損失を計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は68百万円であります。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 食品

売上高      

外部顧客への売

上高
446,771 15,383 462,155 － 462,155

セグメント間の
内部売上高また
は振替高

258 5,787 6,046 △6,046 －

計 447,030 21,171 468,201 △6,046 462,155

セグメント利益 27,363 1,980 29,344 △7,472 21,871

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飼料、プラント設備

　　　　　の設計施工、不動産の賃貸などが含まれております。

　　　２．セグメント利益の調整額△7,472百万円には、事業セグメントに配賦していない全社費用△6,747

　　　　　百万円、セグメント間取引消去△725百万円が含まれております。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 298円83銭 342円74銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
14,774 16,956

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（百万円）
14,774 16,956

普通株式の期中平均株式数（千株） 49,440 49,473

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 297円99銭 341円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 140 113

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

 
─────────

　（注）　当社は、平成29年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月６日

森永乳業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 長　　光雄　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 市瀬　俊司　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている森永乳業株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、森永乳業株式会社及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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